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４
月
16
日
、
県
内
外
の
登
山
愛
好
家
ら
で
つ
く
る
「
ブ
ナ

の
森
を
育
て
る
会
」（
末
廣
善
行
会
長
）
が
、
豊
野
公
民
館

で
創
立
10
周
年
記
念
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

登
山
家
の
根
深
誠
さ
ん
（
青
森
県
弘
前
市
在
住
）
が
「
白

神
山
地
・
ブ
ナ
の
森
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
講
演
。
ブ
ナ
原
生

林
が
広
が
る
世
界
自
然
遺
産
・
白
神
山
地
（
秋
田
・
青
森
両

県
境
に
ま
た
が
る
山
岳
地
帯
）
の
保
護
の
在
り
方
を
例
に
挙

げ
な
が
ら
、
自
然
の
大
切
さ
・
素
晴
ら
し
さ
を
説
き
ま
し
た
。

同
会
は
保
護
林
周
辺
部
の
ブ
ナ
林
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
平

成
６
年
９
月
、
30
人
で
結
成
し
、
国
有
林
で
の
下
草
刈
り
や

「
ブ
ナ
の
森
基
金
」
の
設
立
、
ブ
ナ
の
植
林
な
ど
を
実
施
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、「
第
16
回
肥
後
の
水
資
源

愛
護
賞
」
や
「
第
８
回
環
境
水
俣
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

４月17日、「まっちゃ朝市」12周年記念イベントが
不知火町松合の本町通り商店街で開催され、たくさん
の買い物客でにぎわいました。
早朝６時ごろから商店街には魚介類や農産物、だご
汁などの露店が出店。朝市名物の「みそ詰め放題」に
は長蛇の列ができ、必死にみそを詰め込む人の姿が見
られました。
記念イベントでは、子どもたちも参加できるタコ釣
り大会や、豪華賞品が当たるガラポン抽選会などを実
施。そして、だご作りが追いつかないほど大人気の
「えび入りだご汁」で買い物客らは体を温め、お腹を
満たしていました。
同朝市は、松合の地を生かした朝市の開催により土
蔵白壁という歴史的な町並みを広く知ってもらおう
と、町おこし団体「まっちゃ活かそう会」（坂本順三
会長）が企画したもの。平成５年４月から毎月第３日
曜日に開催しており、今年で12周年を迎えました。

４
月
18
日
、
松
橋
郵
便
局
で
松
橋
保
育

園
の
年
長
児
（
33
人
）
に
よ
る
郵
便
ポ
ス

ト
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ポ
ス
ト
愛
護
週
間
（
４
月
14

日
〜
20
日
）
に
ち
な
み
、
郵
便
ポ
ス
ト
に

親
し
み
、
よ
り
大
切
に
扱
っ
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

園
児
ら
は
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
２

人
ず
つ
交
代
で
ポ
ス
ト
磨
き
。
磨
い
た
後

は
、
自
分
た
ち
で
書
い
た
絵
ハ
ガ
キ
を
家

族
あ
て
に
投
か
ん
し
ま
し
た
。

ま
た
、
局
内
で
郵
便
が
配
達
さ
れ
る
ま

で
の
流
れ
を
見
学
し
ま
し
た
。
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まっちゃ活かそう会 
会長・坂本まで 

　「まっちゃ活かそう会」（会員20人）では、ただ今新規会員を
募集中です。朝市のほか、夏祭りやまっちゃハゼ釣り大会をは
じめ、いろいろなイベントに取り組んでおり、「神火の森」育成
などのボランティア活動にも頑張っています。 
　老若男女を問わず大歓迎です。あなたも、私たちと一緒に
活動してみませんか！ 

新規会員募集！ 

応　　募 
問合せ先 

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

一
生
懸
命
ポ
ス
ト
を
磨
く
園
児
た
ち

根
深
誠
さ
ん
（
円
内
）
の
話

に
聞
き
入
る
参
加
者
た
ち

４
月
２
日
、
三
角
町
の
高
野
山
荘
で
開
催
さ
れ
、
市
内

外
か
ら
夫
婦
や
親
子
連
れ
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
た
ち
は
ま
ず
、
混
ぜ
ご
飯
、
だ
ご
汁
、
ピ
ザ
、

搾
り
た
て
ジ
ュ
ー
ス
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
と
い
っ
た
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
堪
能
。
そ
の
後
、
熊
本
市
出
身

の
歌
手
サ
チ
コ
さ
ん
が
、「
卒
業
写
真
」「
さ
く
ら
」
な
ど

春
を
感
じ
さ
せ
る
歌
全
15
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
よ
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
ギ
タ
ー
の
優
し
い
サ
ウ
ン

ド
と
、
透
き
通
る
よ
う
な
美
し
い
歌
声
に
参
加
者
は
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

４
月
16
日
・
17
日
の
両
日
、
第
31
回
宇
城
市
小
川
カ
ッ

プ
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
観
音
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
３

会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

県
内
23
校
か
ら
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
宇
城
市
か
ら
は

不
知
火
中
、
小
川
中
（
２
チ
ー
ム
）、
豊
野
中
の
４
チ
ー
ム

が
出
場
。
競
技
の
結
果
、
昨
年
の
全
国
中
学
校
大
会
を
制

し
た
ル
ー
テ
ル
学
院
中
（
熊
本
市
）
が
他
校
を
寄
せ
付
け

な
い
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

地
元
小
川
中
Ａ
チ
ー
ム
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
み

ま
し
た
が
、
優
勝
し
た
ル
ー
テ
ル
学
院
中
に
０
対
３
で
敗

れ
、
惜
し
く
も
決
勝
進
出
を
逃
し
ま
た
。

４月１日、三角町向山地区で厄入りに
伴うみこし担ぎが行われました。これは
戦後にできた同地区が、地域おこしと後
継者育成を目的に始めたもので今年で19
回目。一家の大黒柱が病気をしないよう、
厄を皆で担いで乗り越えようと毎年この
日に行っています。
８人の担ぎ手により向山集落センター

を出発した重さ約20kgのみこしは、厄入
りした波村和弘さん（39歳）宅へ。波村
さんをみこしに乗せ、地区の環状線約1.5
kmを一周しました。
波村さんは「19年間担ぎ続けてきたの
で、みこしに乗るのは最高の気分です。
地域のきずなを改めて感じました」と上
機嫌の様子でした。

　自衛官など危険性の高い仕事に従事した人
を対象とした「第４回危険業務従事者叙勲」
が４月１日発表され、宇城市からは４人が瑞
宝単光章を受章しました。 

警察官 

元県警部　一丸 嘉博さん 
（77歳・小川町南部田） 

警察官 

元県警部　岩見 健二さん 
（77歳・松橋町豊福） 

自衛官 

元准空尉　岩本 敏之さん 
（61歳・不知火町高良） 

自衛官 

元３等空尉　佐渡 三喜さん 
（61歳・松橋町両仲間） 

透
き
通
る
よ
う
な
歌
声
に
皆
う
っ
と
り 
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ル
ー
テ
ル
学
院
中
が
初
優
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厄
を
皆
で
担
い
で
乗
り
越
え
よ
う 
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サチコさん（円内）の歌に
魅了される観客たち

み
こ
し
に
担
が
れ

爽
快
な
気
分
の
波
村
さ
ん

ゴール前の激しい攻防（小川中Ａ対不知火中）


